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※　行やフォントの大きさ等については、適宜変更可。
※　空欄は削除又は斜線を入れること。

総合的な探究の時間

進
路
指
導

　３年間を見通したキャリア教育プロ
グラムを提供するなかで健全な心身
の発達を図り、生命尊重の心を涵養
する。そのために生徒対象の講演会
等を企画し、内容の充実を図る。ま
た、生徒の読書意欲が高まるよう、朝
読書の推進に取り組む。

　五常の徳目（仁・義・礼・智・信）
を有し、地域はもとより、国際社会に
貢献できる人物を育成するという本校
の教育目標を実現するよう計画する。

特別活動
人
権
・
同
和
教
育

　人間尊重の精神および生命に対す
る畏敬の念を育むことを目的とした人
権学習を充実させる。
　道徳教育のさらなる推進に向け、研
修課と連携しながら、効果的な職員研
修の企画・運営を行う。

　学校行事や生徒会活動への積極的な参
加を促し、好ましい人間関係の構築を目指
す。
　校内外の清掃活動等を通じて、全体に奉
仕することを個人の喜びとする態度を育成
する。

　高校生としての自覚を持たせ、
普段の学校生活や学校行事、生徒
会活動及び部活動など人との関わ
り合いの中で、互いの良さを認
め、人を思いやる心を育成する。

教
務

　授業及び総合的な探究の時間や
ホームルーム活動を通し、道徳教育
の推進を図る。
　家庭、小中学校、地域社会、関係機
関等と協働すべく、情報発信を推進
し、保護者や地域住民の学校行事へ
の積極的な関わりを促す。

２
学
年

　校訓の精神を基盤に、自ら目標
を設定し、その実現に向けて主体
的に考え判断し、他社と協働しな
がら適切な行動をとろうとする態
度を育てる。

生
徒
指
導

　生徒会活動、学校行事、部活動を通
してクラスの枠を越えた望ましい人間
関係の構築を推進するとともに清掃ボ
ランティアなどの体験活動を通して、
思いやりのある心を育てコミュニケー
ション能力を育成する。

３
学
年

　「命」を大切にする心の涵養を
図りながら、自己の第一希望進路
の実現に向けて自律の精神を重ん
じる態度を育成する。

１
学
年

学校の道徳教育重点目標 家庭・地域及び異校種との連携

　校訓「水平線上に突起をつくれ」の精神を
重んじ、いかなる時代にあっても五常の徳
目（仁・義・礼・智・信）を有し、地域はもとよ
り国際社会に貢献する人物を育成する。

　田川アクティブ・ラーニングや「生徒を主
語にした学校づくりプロジェクト」の継続的
な推進により、生徒一人一人の自尊感情
を高める。

　生徒及び保護者への学校生活や悩み・
ストレス等に関するアンケート及びいじめ
の発見・防止に関する資料等を活用し、家
庭との連携を図り、人間尊重の精神と生命
に対する畏敬の念を培う。

　中学校への広報活動に加え、小学校・中
学校・大学及び地域・自治体との連携活動
の体験を通して、自己有用感や学ぶ意欲
の向上を図る。

各学年の重点目標 道徳教育の推進体制

外
国
語

　ALTとの連携やICT（特にAI）を活用した学
習により異文化理解を深めながら、他者への
共感的理解の態度を育成する。また、英語は
コミュニケーションツールであることを踏ま
え、自ら発信できる会話力の向上を目指し、
国際社会に生きる人間の育成を図る。

家
庭

　生涯を見通したライフプランの考察を深
め、自らの生活を工夫、改善できる主体的態
度を養う。また、実習を通して他者を尊重
し、協働できる態度を育む。

情
報

　インターネットにおける情報の発信
と受信の際に必要な道徳的判断力や道
徳的心情の在り方について，生徒が考
えを深めることができる教材の活用を
通して生徒自身が自ら道徳的実践意欲
を高められるように促していく。

　多様な作品を通して様々な視点に触れ、生
命や他者を尊重する態度及び多様性を受容す
る感性を育む。また、古典の教材を通じて伝
統文化の意義を感じさせる。

地
理
歴
史

　地理・歴史的事象を通して、人間の
生き方や価値観の多様性を理解すると
ともに、公正・正義・責任について考
察する力を育む。

公
民

　民主社会の形成者としての公共性・
責任・倫理観を育成するとともに、社
会問題に対して主体的に判断し、行動
する力を養う。

理
科

　観察・実験を通して物事を科学的に
探究する能力を高め、人間と科学技
術・自然との関わりについて主体的に
考察できるようにする。

国
語

数
学

　事象を数学的に考察し、筋道を立て
て表現する能力を高めることで、社会
の常識やマナーについて、論拠に基づ
いた判断・行動ができるようにする。

様式７－１

令和８年度　道徳教育の全体計画

関係法令等 校訓等 社会の要請、地域や生徒の実態

田川

芸
術

　芸術を愛好する心情を育て、感性を
高め、豊かな情操を養うことにより道
徳心の基盤の育成を図る。

保
健
体
育

　集団によるゲームなどを通じてルー
ル遵守の意義や達成感を感じさせる。
また、生涯にわたる健康の増進への関
心を喚起する。

日本国憲法
教育基本法
学校教育法
学習指導要領
福岡県総合計画
福岡県学校教育振興プラン
福岡県教育施策実施計画

　生徒の進路希望が多様化する中に
あっても、第１１学区における進学校
としての期待が大きい。

　地域や保護者は本校の教育活動や生
徒の進路実現に対して大きな関心と期
待を寄せており、協力的である。

　通学区域は広く、市街地から農村地
帯まで様々であり、生徒は自転車やＪ
Ｒ等の公共交通機関や保護者の自家用
車による送迎によって通学している。

　明るく活発で素直な生徒が多く、多
彩な教育活動を通してたくましく成長
しようとしている。

学校の教育目標

水平線上に突起をつくれ

１　自ら考え、判断し、自分自身の行動に
　責任を持つことができる、主体性に富ん
　だ人物の育成
２　規律と責任を重んずる人物の育成
３　人権尊重の理念と人間尊重の精神に
　満ちた、感性豊かな人物の育成
４　真理を探究することの喜びを体得でき
　る人物の育成
５　自己の資質と能力を十分に発揮し、自
　らの進路を明確な目標を持って選択でき
　る人物の育成
６　志を持って意欲的に学び、自律心と思
　いやりの心を持つたくましい人物の育成

各教科
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